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Doctor's
eye

臍
ヘ
ル
ニ
ア
に
つ
い
て

　

臍
（
さ
い
）
ヘ
ル
ニ
ア
と
言
わ
れ
て

ピ
ン
と
来
な
く
て
も
「
で
べ
そ
」
と
言

わ
れ
た
ら
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
か
と

思
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
「
で
べ
そ
」

に
対
す
る
最
近
の
治
療
法
を
中
心
に
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

さ
て
教
科
書
を
見
る
と
臍
ヘ
ル
ニ
ア

の
発
生
は
新
生
児
の
20
%
程
度
で
、
1

歳
ま
で
に
80
%
が
、
2
歳
ま
で
に
90
%

が
何
も
せ
ず
治
癒
（
自
然
治
癒
）
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
然
治
癒
率
が
高

い
と
は
い
え
全
新
生
児
の
2
％
は
自
然

に
治
ら
な
い
の
で
す
か
ら
、
そ
の
数
は

結
構
な
数
と
な
り
ま
す
。

　

ご
存
知
の
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
が
、
臍
ヘ
ル
ニ
ア
に
対
し
て
硬
貨
な

ど
を
用
い
た
圧
迫
療
法
と
い
う
手
術
を

し
な
い
治
療
法
が
実
は
古
く
か
ら
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
皮
膚
の
か
ぶ
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意
外
と
多
い
臍
ヘ
ル
ニ
ア

圧
迫
療
法
に
つ
い
て

　

お
母
さ
ん
と
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
を
つ
な
ぐ
臍（
へ
そ
）の
緒
。
生
後
、
そ
の
臍
の
緒

が
取
れ
る
と
穴
は
自
然
に
塞
が
り
ま
す
が
、
時
々
こ
れ
が
塞
が
ら
ず
、
泣
い
た
り
い
き

ん
だ
り
し
て
お
腹
に
圧
力
が
加
わ
っ
た
時
に
、
皮
膚
が
膨
隆
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
臍
ヘ
ル
ニ
ア
、
い
わ
ゆ
る「
で
べ
そ
」と
言
わ
れ
る
状
態
で
す
。

　

実
は
こ
の
臍
ヘ
ル
ニ
ア
、
新
生
児
の
5
人
に
１
人
が
な
る
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、「
自

然
に
治
る
？
」「
そ
れ
と
も
手
術
が
必
要
？
」な
ど
、
心
配
さ
れ
て
い
る
親
御
さ
ん
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

大
人
と
比
べ
て
体
格
が
小
さ
い
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
臓
器
が
発
育
の
途
上
に
あ

り
、
発
育
と
と
も
に
そ
の
仕
組
み
や
機
能
も
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
く
子
ど
も
の
か
ら

だ
。
今
回
は
そ
ん
な
子
ど
も
の
外
科
医
、
小
児
外
科
部
長
の
池
江
先
生
に
、
子
ど
も
の

臍
ヘ
ル
ニ
ア
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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③  

早
く
圧
迫
を
始
め
た
方
が
治
る
確
率

が
高
い
と
い
う
こ
と
。
以
前
集
め
た

当
院
の
デ
ー
タ
を
見
る
と
圧
迫
療
法

を
行
っ
て
治
る
確
率
は
生
後
30
日
～

90
日
に
圧
迫
を
開
始
し
た
場
合
は

98
%
、91
日
～
1
8
0
日
で
は
75
%
、

1
8
0
日
以
降
で
は
42.
8
％
と
他

施
設
同
様
低
下
し
て
い
ま
し
た
。

④  

圧
迫
に
用
い
る
テ
ー
プ
は
肌
に
優
し
い

と
さ
れ
る
絆
創
膏
を
毎
日
入
浴
時
に
張

り
替
え
る
方
法
や
、
防
水
で
透
明
な
幅

れ
を
起
こ
し
て
圧
迫
の
中
断
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
り
、
そ
も
そ
も
何
も
し
な
く

て
も
多
く
が
自
然
治
癒
す
る
こ
と
か

ら
、結
果
が
安
定
せ
ず
、定
着
し
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。
し
た
が
っ
て
１
歳
半
か

ら
2
歳
ま
で
特
に
何
も
せ
ず
様
子
を
見

て
、
自
然
治
癒
し
な
け
れ
ば
手
術
を
行

う
と
い
う
状
況
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
10
年
ほ
ど
前
に
改
め
て
圧

迫
療
法
の
有
用
性
を
示
す
報
告
が
出
て

き
て
、
見
直
し
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り

で
す
。

① 

圧
迫
に
使
用
す
る
素
材
に
は
硬
貨

な
ど
で
は
な
く
綿
球
や
ス
ポ
ン
ジ

と
い
っ
た
弾
力
性
が
あ
る
柔
ら
か

い
も
の
を
使
用
し
、
穴
の
大
き
さ

に
合
わ
せ
て
、
素
材
の
大
き
さ
を

変
え
ヘ
ル
ニ
ア
を
戻
す
よ
う
に
し

て
固
定
す
る
こ
と
。（
奥
ま
で
力
が

伝
わ
る
よ
う
に
）

②  

腹
圧
が
上
昇
す
る
状
態
、
例
え
ば

げ
っ
ぷ
が
苦
手
で
お
な
か
が
張
っ
た

り
、
排
便
障
害
が
あ
り
、
い
き
み
が

強
く
な
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら

も
併
せ
て
治
療
し
て
い
く
こ
と
。

【
バ
イ
ク
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
】

　
“ロ
ン
グ
ツ
ー
リ
ン
グ
は
修
行
で
あ
る
”

　

暑
く
て
も
、
寒
く
て
も
、
雨
に
ぬ
れ
て
も

　

前
に
進
む
し
か
な
い

小児外科Vol50 No4 2018より抜粋

【治療経過】　最初に左のように膨隆していたへそが、右の様に小さく
なり、腹圧をかけても膨隆しなくなると治療終了です。

（図）

広
の
フ
ィ
ル
ム
を
5
～
7
日
に
1
回
張

り
替
え
る
方
法
を
用
い
る
こ
と
。
な
お

皮
膚
か
ぶ
れ
が
ひ
ど
い
時
は
し
ば
ら
く

落
ち
着
く
ま
で
休
む
か
軟
膏
等
で
の
治

療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

臍
ヘ
ル
ニ
ア
は
臍
帯
（
へ
そ
の
緒
）
が

皮
膚
の
と
こ
ろ
で
閉
じ
て
脱
落
し
た
後
に

閉
じ
か
け
た
皮
膚
の
下
の
筋
膜
の
穴
が
閉

じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
へ
そ
の
皮
膚
の

裏
側
の
組
織
が
周
囲
と
癒
着
し
て
固
ま
る

こ
と
（
瘢
痕
化
）
が
何
ら
か
の
原
因
で
で

き
な
く
な
っ
た
た
め
に
発
生
す
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。（
図
）

　

し
た
が
っ
て
圧
迫
療
法
は
、
綿
球
な
ど

を
押
し
込
ん
で
ヘ
ル
ニ
ア
が
元
に
戻
さ
れ

た
状
態
を
保
つ
こ
と
で
、
こ
の
瘢
痕
化
を

促
す
の
が
狙
い
の
一
つ
な
の
で
す
。

　

圧
迫
療
法
を
行
っ
て
も
治
ら
な
い
時

は
手
術
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
圧
迫
療

法
は
無
駄
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
圧
迫
療

法
を
し
て
い
た
こ
と
で
、
へ
そ
自
体
が

大
き
く
な
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、

へ
そ
の
い
い
形
を
作
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
お
へ
そ
の
直
径
が
3
㎝
を
超
え
る

よ
う
な
子
で
も
治
療
中
に
1.5
㎝
以
下
に

な
っ
て
く
る
ん
で
す
。

ヘ
ル
ニ
ア
が
元
に
戻
さ
れ
た

状
態
を
保
ち
、瘢
痕
化
を
促
進

テープ 綿球皮膚

腹直筋腹膜
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　日本人の約 2 人に１人が、生涯のうちに一度はなると言われる「がん」。国立が
ん研究センターの推計では、年間約 90 万人が新たにがんと診断されており、この
うち約 4 割が就労世代（20 ～ 64 歳）であると言われています。近年、医療の進歩
もあり、治療の副作用や症状等をコントロールしつつ、通院で治療を受けながら
仕事を続ける人が増えてきました。また労働力の高齢化に伴い、病気の治療をし
ながら仕事をする人の割合も増えています。企業にとっても、大切な人材の損失
は大きな痛手であり、治療と並行して仕事が続けられる場合は、続けて欲しいと
の考え方が広まってきました。こうした現状を受け、各都道府県の産業保健総合
支援センターや、全国のがん診療連携拠点病院などを中心に、「治療と仕事の両立
支援」を目的とした相談窓口が設置されています。家庭の生計を維持するため、治
療費のためはもちろん、はたらくことは自身の生きがいでもあります。仕事をあ
きらめる前に、まずはご相談ください！ 

「不治の病」から「長く付き合う病気」に

いりょう相談室
がん相談支援センター

前田くるみさんに聞きました。

お答えします

ご相談

検診でがんが見つかりました。これからの治療や体調を考えると、
仕事を辞めなければならないのでしょうか？今後の生活費も心配です。

鹿児島産業保健総合支援センター
住 所  鹿児島市上之園町 25-1 中央ビル 4 階

相談日時  平日 8：30 ～ 17：15 　　　　　   　　 電 話  099-252-8002

鹿児島医療センターがん相談支援センター
相談日時  毎月第 1・3 火曜日　10：00 ～ 13：00　 電 話  099-223-1151

鹿児島大学病院地域医療連携センター（要事前予約）
相談日時  毎月第 3 木曜日　10：00 ～ 12：00　　 電 話  099-275-6862

鹿児島市立病院がん相談支援センター
相談日時  毎月第 4 木曜日　10：00 ～ 12：00　　 電 話  099-230-7000

済生会川内病院がん相談支援センター
相談日時  毎月第 2 木曜日　10：00 ～ 12：00　　 電 話  0996-23-5221

川内市医師会立市民病院患者サポートセンター（要事前予約）
相談日時  毎月第 4 木曜日　13：00 ～ 15：00　　 電 話  0996-22-1111　　

出
張
相
談
窓
口
一
覧

両
立
支
援
相
談
窓
口
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「治療と仕事の両立支援」出張相談窓口のご案内
両立支援促進員：特定社会保険労務士　領家節子先生が
それぞれのステップに応じた助言・支援を行います。
お気軽にご相談ください！

働きながら治療を受けている患者さん（がん、脳血管疾患、心疾患、糖尿
病、肝疾患、若年性認知症、不妊治療、難病など、反復・継続して治療が
必要となる疾病の方）とそのご家族、事業場担当者など。

仕事を辞めずに治療が継続できる働き方の相談など

治療と仕事の両立のための手順（例）

毎月第 2 木曜日　原則 10 時～ 12 時

1 階総合受付窓口

予約不要・相談無料です。
上記時間以外の相談を希望される場合は、事前にお問合せ下さい。
ご相談の内容は、本人の同意なく、他の方へお伝えすることはありませ
ん。安心してご利用ください。

済生会川内病院　がん相談支援センター（担当・園畠・前田）
☎ 0996-23-5221

対象

内容

日時

場所

その他

お問い
合せ

治療と仕事の両立支援に関する情報
厚生労働省「治療と仕事の両立支援ナビ」

【参考資料】
厚生労働省「事業場における治療と仕事の両立支援のためのガイドライン

（全体版）令和4年3月改訂版
厚生労働省　治療しながら働く人を応援する情報ポータルサイト

「治療と仕事の両立支援ナビ」
厚生労働省／独立行政法人 労働者健康安全機構

「今、知ってほしい。治療と職業生活の両立支援」

①「勤務情報」などを
　主治医に提出。 ③事業者へ

　「意見書」を
　提出。

④ 就業継続の可否、就
業上の措置および治
療に対する配慮に関
して検討し、決定する。

⑤ 就業継続可能と判
断した場合、「両立
支援プラン」を作
成する。

②「意見書」を
　作成し
　労働者へ渡す。

主治医 労働者 事業者
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趣味 / 特技

カラオケ
テニス 

新任Dr.紹介

Ａ

： 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
川
内
薬
剤
師
会
の
運
営

で
、
患
者
さ
ん
の
処
方
せ
ん
を
薬
の
受
け
取
り

を
希
望
さ
れ
る
調
剤
薬
局
へ
、
代
行
で
フ
ァ
ッ

ク
ス
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
事

前
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
し
て
お
く
こ
と
で
、
薬
を
受

け
取
る
ま
で
の
間
に
調
剤
準
備
が
進
め
ら
れ
、

薬
局
で
の
待
ち
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
調
剤
薬
局
は
か
か
り
つ
け
薬
局
と

し
て
一
つ
に
絞
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
例

え
ば
複
数
の
病
院
か
ら
処
方
を
受
け
て
い
る
場

合
、
か
か
り
つ
け
薬
局
を
持
つ
こ
と
で
、
薬
を
一

元
管
理
で
き
、
そ
こ
で
全
て
の
薬
を
受
け
取
る

こ
と
で
、
薬
剤
師
が
薬
の
重
複
に
気
づ
く
こ
と

が
出
来
た
り
、
飲
み

合
わ
せ
を
指
導
し
て

も
ら
え
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。 院

外
処
方
せ
ん
受
付

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

コ
ー
ナ
ー
っ
て
何
？

　

ス
タ
ッ
フ
の
笑
顔
と
元
気
を
支
え
る
一
品
を

ご
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。
第
六
回
は
坂
口
先
生

と
大
保
先
生
で
す
。

 疲れた時は、フルーツ
をたっぷり食べます。
パイナップルが大好き

です。

 元気のモトといえばやはり
おいしいお米です！お鍋で

炊いたご飯は、見た目も
香りも味も特においしく

元気がでます。 皮膚科腎臓内科
坂口先生大保先生

この度 6 月から済生会川内病院で
勤務させていただくことになり
ました。患者さんの気持ちに寄り
添って、少しでも信頼・安心して
いただけるよう頑張りたいと思い
ます。よろしくお願いします。 

　1階のエレベーターホール
前を彩る生け花。
　いつも楽しみにご覧頂い
ているファンも多く、美しい
四季のうつろいを、院内で
も感じられる癒しの一角に
なっています。
　子ども達が夏休みに入っ
たばかりのこの日、瑠璃色の
ガラスの器に飾られた花材
は、雪柳にリンドウ、マウン
テンミントなど。なかでも
白く可憐な花をつけた白な
でしこが、輝きを添えていま
した。

Ｑ

ち
ょ
っ
と

教えて！

福
ふくにし

 優
ゆ う か

花
産婦人科
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信頼と連携の輪

虹クリニック
虹クリニック7つの目標
1.子供から高齢者まで誰でも　簡単に虹を見られるように　▶地域医療（プライマリ、近くのお医者さん）
2.頭から足の先まで全身が1つの虹で　つながるように　▶総合診療（一元診療）
3.広く深く専門科と連携し　大きな虹がかけられるように　▶診療連携（地域連携-診診連携・病診連携）
4.みなさまの健康にいつも　虹がかかっているように　▶予防医学（健康相談・健診）
5.町の虹、海の虹、山の虹　どこにでも虹があらわれるように　▶僻地医療（出張診療・巡回診察）
6.住み慣れた家で　あなただけの虹がかけられるように　▶在宅診療（訪問診療・往診・訪問看護）
7.七色の虹を　やすらかに見送れるように　▶終末期医療（支援医療）
　内科を中心とした小さなクリニックです。
　皆様の健康に虹がかかるよう女性医師が診療や往診を行っております。
　特に緩和ケアに力を入れて在宅での苦痛ない穏やかな人生のお見送りを支援しています。
　当院はビハーラ的緩和医療を行います。

　開院して31年目となり、開院当時のこどもたちがお父さんやお母さんになってこどもと来院
してくれるようになりました。これからもこどもとその家族の思いを尊重し、寄り添うことを大
切にしていきます。
【予約優先制で診察を行っています】
　子育て世代の忙しい親御さんや病気できつい思いをしている子が少しでもスムーズに受診
できるよう、電話予約優先制を取り入れています。
【一般診察室とすくすくルームがあります】
　感染症対策として入り口や待合室を2カ所設けていますので、予防接種や健診のための来院
も安心です。
【こどもと家族の両方をサポートします】
　お薬が苦手な子、成長がゆっくりな子･･･そんな個性を認め、小児科専門の医師とスタッフ
が一緒になって支えます。こどものこと、子育てのこと、なんでもお気軽にご相談ください。

虹クリニック
TEL：0996-24-2222
〒 895-0006　薩摩川内市田崎町 214-1
https://www.rainbow242222.com
■ 診療科目　総合内科、緩和ケア
■ 診療時間
　【月～木曜】　午前　8：30 ～ 12：00
　　　　 　  　午後 16：00 ～ 18：00
　【金、土曜】　午前　8：30 ～ 12：00
■ 休 診 日   日、祝日、毎月最終土曜は検査日

地域医療を支える連携医療機関をご紹介します。

川内こどもクリニック

川内こどもクリニック

院長
江口 智 先生

診察予約専用 0996-22-1118　
予防接種・健診予約専用 0996-20-0222
〒 895-0074　薩摩川内市原田町 30-26
Instagram　＠ skodomo_1991
■ 診療科目　小児科
■ 診療受付時間
　 診療開始時間の 30 分前より電話での予約を受け付けております。
　 ＊予約優先のため、来院前の予約をお勧めいたします
■ 診療時間
　【平　日】　午前  9：00~12：00　午後14：00~18：00
　【土曜日】　午前  9：00~12：00　午後13：00~15：00
■ 休 診 日　 水曜日・日曜日・祝日
　　　　　  （月曜祝日の週の水曜日は午前診療を行います）

院長
柳生 あけみ 先生
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土曜外来が変わりました ！

受付を少しでもスムーズに ！

自動再来受付機について

　7月より土曜外来診療は、第2・4土曜日のみと
なりました。これに伴い、第1・3・5土曜日は休診
となります。ただし救急の場合はその限りではあ
りません。大変ご迷惑をおかけしますが、皆さまの
ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

　池江先生の撮影は、お天気が
とても良かったので屋外でも
行いました。光の乱反射に「ダ
ブルレインボー出現！」と皆で
盛り上がりました。
　可愛らしい絵やお手紙は、小
児の患者さんからのプレゼン
ト。嬉しそうに眺めておられ
た姿が印象的でした。

自動再来受付機をご存知でしょうか？
①当月内の保険証確認がお済みの方で、且つ
②診察や検査の予約が入っている方
であれば、保険証の最終確認から2ヶ月以内は、
自動再来受付機をご利用頂けます。

《ご利用方法》
①自動再来受付機に診察券を入れる。
②�「受付内容」に間違いがないかを確認し、
　�「受付完了」を選択。
③「受付票」を持って外来へ。

＊�その他、受付票に「保険証確認をお願いします」
のメッセージが表記された方や、ご不明な点につ
きましては、①番窓口までお願いします。

保険証の
ご提示を

お願いします

〒 895-0074 鹿児島県薩摩川内市原田町 2 番 46 号　TEL （0996）23-5221　FAX （0996）23-9797
https://www.saiseikai-sendai.jp 　mail : info@saiseikai-sendai.jp
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ご意見・ご感想を�▶︎
お寄せ下さい


